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木村友則プロジェクトリーダーが 

2018年度日本腎臓学会で大島賞を受賞しました。 
 

 国立研究開発法人医薬基盤・健康・栄養研究所 KAGAMIプロジェクトの木村友則プロ

ジェクトリーダーは、2018 年度日本腎臓学会におきまして大島賞を受賞しました。大

島賞は腎臓病に関する研究で優れた成果を挙げた研究者に与えられる賞で、日本腎臓学会

の最も栄誉ある賞です。 

 

【受賞の概要】 

平成30年度大島賞 

タイトル「腎臓病の創薬を目指したオートファジーと代謝のリバーストランスレーショナ

ルリサーチ」 

 リバーストランスレーショナルリサーチとは、臨床現場における問題点や疑問点を、基

礎研究の手法を用いて検討し解明していく研究です。木村プロジェクトリーダーは、腎臓

病の臨床上の問題に対して、臨床、基礎研究の両手法を駆使して研究し、オートファジー

の治療応用性について検討しています。 

 第61回日本腎臓学会学術総会におきまして受賞講演が行われました。 

 

【第61回日本腎臓学会学術総会ついてはこちら】 

http://jsn61.umin.jp/ 

 

 

 

照会先 

国立研究開発法人 医薬基盤・健康・栄養研究所 

戦略企画部 戦略企画課 TEL：072-641-9832 
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